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研究成果の概要（和文）：「ネイティブスピーカー」（NS)という概念は外国語（英語）教育の専門家の間でも
その内容が十分検証されること無しに長い間指標として考えられてきた。これがマスメディアにより助長され、
英語学習者は十分な情報を待たずに、NSの使う英語の習得を目指し、それに応えるべくNSであることが教師の資
質と取り違えられるようになり、そうでない者との力関係が拡大した。NSという概念の歴史的変遷を辿ることに
より、英語の共通語(Lingua Franca)としての役割がより顕著になってきた今日、NSとそうでないノンネイティ
ブスピーカー（NNS)を基準にした二項対立の考え方は有効でないことが判明した。

研究成果の概要（英文）：The term 'Native Speakers'(NS) has been a key concept in foreign language 
teaching despite the fact that even ELT reserachers had no consensus about it. With the help of mass
 media, however, English used by NS has been regarded as the goal for many learners and ELT programs
 have been designed accodingly. It also raised the status of NS English teachers regardless of their
 teaching credentials. By tracing the notion of NS in ELT diachronically, it was found that NS-NNS 
dichotomy would not serve as a basis for developing ELT programs today as English is a lingua franca
 and the society is multilingual.

研究分野： 外国語教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語（英語）教育に関する議論を行う上で頻繁に参照される「ネイティブ・スピーカー」の概念の歴史的背景
を辿りながら、変化する時代に合わせた英語教育プログラムを開発するにあたって、その有効性と妥当性を検証
してきた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究を開始した 2018（平成 30）年度は 2 年後に東京オリンピック・パラリンピックの開催を
控え、英語を中心とするが外国語の学習に関心が高まってきていた時期である。正確に言えば、
必ずしも学習者が自発的に英語を学ぼうとしていたのではなく、社会環境が学習者に十分に選
択肢を与えないことにより「英語教育・英語学習」はこういうべきだという価値観、考え方が広
く共有されていた。そして同時期に行われていた学習指導要領、大学入試、そして教員養成の改
訂、改革についても、Oda (2017)等でも指摘されているような「英語」＝「国際語」と言った安
易な関連付けをもとに議論が行われ、さらに学習すべき英語の指標として「ネイティブスピーカ
ー」という概念が引き合いに出されていた。 
 
筆者も科研費プロジェクトを含む様々な研究で英語教育に関する言説、特に、この「ネイティブ
スピーカー」について継続的に扱ってきた。過去 30 年の間の世界における英語の使用状況を考
えると、英語はもはや共通語（English as a Lingua Franca）として使われており、使用者の 5
人に４人は英語以外の母語を持つ者、いわゆるノンネイティブスピーカーと言われており
（Graddol 2006 など）少なくとも新型コロナウイルス感染拡大前であった 2018 年時点におい
ては日本と海外の人の往来、またインターネットによるコミュニケーションも増加傾向にあり、
日本の学習者が英語を使用する場面の多様化する傾向にあった。その一方で、ネイティブスピー
カーの使う英語が習得の目標とされ、ネイティブスピーカーであることがあたかも英語の教師
の資質のように語られる状況には依然として変化は見られなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は日本における外国語「英語」教育に関する様々な言説と大学を中心とした外国語
（英語）教育プログラムのデザインの関連性について、「理想」とされていることおよび現状を
把握したうえで、今後のプログラム作りの方向性を示すことであった。特に過去３０年以上にわ
たり英語教育を議論するうえで頻繁にベンチマークとして使われる「ネイティブスピーカー」と
いう概念に注目し、その解釈が英語教育に関する様々な政策策定、教授法や教材への影響、さら
に個々の学習者の学習観の形成にどのような影響を与えているのかを解明し、日本の英語教育
を通時的に振り返ることにより今後の英語教育プログラムのデザインへのヒントを探ることで
あった。さらに当初は、英語を外国語として学ぶ環境にある他のアジア諸国のいくつかの事例を
現地で収集し比較研究を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け実
現が不可能であった。 
 
３．研究の方法 
当初の計画ではまず、英語教育のディスコース、すなわち社会において英語教育について何がど
う語られていて、マスメディアでの扱いを中心に、特に注目されている領域を選択して分析を行
い、それらが私たちの生活の中にどのような影響を与えているかを概観した上で、英語教育プロ
グラムのデザインに焦点を当て、新聞報道、プレスリリース、SNS への投稿などテキストを中心
としたデータを収集し、質的データ分析のソフトウエア NVivo (ver 12)を用いて整理した後、
こういった情報の有効性について、批判的ディスコース分析を行うこと、そして英語教育のディ
スコースの中に根強く残る「ネイティブスピーカー」の概念の英語教育プログラムのデザインへ
の影響力については、それが日本特有なものかどうかを調べるため、英語を外国語として学んで
いる近隣諸国のプログラムの事例研究を行い将来の更なる研究への足掛かりとする予定であっ
た。新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、後者については現地に赴くことが不可能となり、
インターネットの会議システム経由で基礎的な情報を収集するだけにとどまったが、2019 年度
後半の段階で進めていた英語教育のディスコースの分析については、2020 年度より当初の計画
を改め、同時期に話題となった英語教育に関する様々な政策やトピックをいくつか選び分野ご
とのディスコース分析を行った。（詳細は４を参照） 
 
４．研究成果 
上でも述べたように、研究方法の変更でディスコース分析中心になったが、２で示した目標はお
おむね達成できたと思う。研究期間中にも「ネイティブスピーカー」のように従来から英語教育
を語る際に引き合いに出される概念もあれば、この期間中の英語教育に関連する様々な出来事
が話題になるケースも多かった。新型コロナウイルス感染拡大のため実地調査が実施できなか
ったこともあり、この「英語教育に関するディスコースの分析」が本研究の成果の主体になるが
これらについては研究期間中からテーマ別に中間報告の形で以下のように成果の公表を行った。 
 
 
（１）大学入試改革とマスメディア (Oda 2020a) 
2018 年から 2020 年にかけて、当時の大学入試センター試験が大学入学共通テストへ移行される
ために準備が進んでいた時期で、英語教育界では英語の入試への民間試験の導入の是非が問題



になっていた。議論の中心にあったのがテストの信憑性、妥当性であったが、導入に肯定的な意
見を正当化するための理由付けを van Leeuwen (2008)の legitimation（正当化、合法化）の枠
組みで分析をした結果、「四技能」「ヨーロッパ共通参照枠」が民間試験の使用を正当化するため
の概念として引き合いに出されていたことが分かった。「四技能」は通常、「読む」「書く」「聴く」
「話す」の四種類の技能を指すものの、Holliday (2005)や Toh(2016)らが既に指摘しているよ
うに欧米由来でネイティブスピーカーの言語能力をもとに考えられているこの分類の妥当性が
殆ど検証されていないこと、また「ヨーロッパ共通参照枠(CEFR)」についてはその背景、目的、
妥当性を議論せずに「英語」だけの「国際的基準」ということだけがマスメディアを通じて一般
に伝えられているため、多くの学習者に必要な情報が届かない状況で自ら英語学習についての
様々な判断をしなければならないということが分かった。 
 
（２）学習指導要領と教員養成 （Oda 2019） 
研究期間中のあった英語教育に関する大きな政策変更は学習指導要領の改正による、小学校３・
４年生への「外国語活動」と同５・６年生への教科としての外国語の導入である。また教員養成
において教職課程のコアカリキュラムが制定され、各大学がこのガイドラインをもとに教職課
程の認定を再度受けなければならないことになった。いずれについても本来は「英語」ではなく
「外国語」と教科をどう扱うかという問題ではあるが、いずれも「外国語」＝「英語」という前
提で議論が進め、政策が策定され、それらについて特に疑問も示さないままマスメディアが情報
を流していることが分かり、前述の大学入試のケースと共通した問題が教育現場及び教員養成
の現場にも生じていることが確認された。 
 
（３） オリンピックと英語教育 (Oda 2020b) 
学習者が自らの外国語（英語）学習について自分でそこまで判断ができるかという観点から考え
ると、既述の大学入試改革、学習指導要領や教員養成に関連する政策の変更を行うため、政策策
定者（国）は関係者に短期間で理解を得るために、それぞれの改革を推進する相手を説得するた
めの理由付けとして、ちょうどタイムリーに改革されていた、東京オリンピック、パラリンピッ
クを利用したケースも多く見られた。「オリンピック」と「英語」を安易に結び付けた明らかに
根拠に乏しい理由付けではあるが、それがマスメディアを経由して一般に伝えられる、疑いもな
く受け入れられてしまっていたことが分かった。 
 
英語教育についての考え方が固定した社会的慣習(Van Leeuwen 2008)のように学習者自身が気
が付かないうちに浸透し、限られた情報に誘導された学習者達が示す「ニーズ」にあわせるよう
に学校など英語学習プログラムがデザインされていくというプロセスが繰り返されることは英
語教育の発展を妨げていることは明らかであろう。 
 
英語教育のディスコースの分析は他のトピックでも行ったが、研究の目的であるプログラムの
策定についてはこの３０年ほどの間の言語（英語）教育に関するディスコースの変遷、国際社会
における英語の役割と位置づけ、さらに応用言語学や英語教育における様々な概念の変化はど
のプログラムの開発を計画する際に重要な情報となりうることもわかった。この 30 年ほどの間、
World Englishes (世界英語)、English as a Lingua Franca (ELF)など英語の多様性や使用実
態に即した概念がいくつか登場し、さらに近年は私たちの日常生活においても複数の言語に接
し、またそれらの言語を目的に応じて自由に使い分けるとのたり前になる日も近いであろう。そ
うなれば、「ネイティブスピーカー」「ノンネイティブスピーカー」の二項対立の概念自体も無意
味になりつつあると考えられる。その一方で英語学習者の間には「ネイティブスピーカー」「四
技能」と言った概念が、英語教育の「理想」として捉えられ、さらに最近は CEFR が根拠がない
まま「国際的基準」というラベルがつけられて、政策策定者が考える英語教育のあるべき姿を正
当化している。従って、学習者に与えられる情報が意図的であるないにも関わらず、制限される
ことのないように気を付かなければならないことを再認識出来た。 
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